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論 文 内 容 の 要 旨
･高位除脳型脳性麻痔患者の四肢には, M agnusFand d占K leijn 緊張性頚反射のよ ぅな複雑な姿勢反射
が起こり, この反射に基づく屈伸協同運動や反射肢位における拘縮が認められる0
教室では, 358例の脳性麻痔患者の中から33例の高位除脳型症例を見出し, こゐ33症例の臨床観察によ










本実験においては, 高位除脳型脳性麻痔患者の四肢に起こる屈伸協同運動の基本型式を決定 す るた め
に, カニクイ猿(M acaca C ynom ologa)の両側大脳前頭葉皮質を焼灼破壊 して20頭の除皮質猿を作成 し,
除皮質後 3 ないし5 日目に頚の回転や床上における体位の変換を行なって姿勢反射を誘発 し, この運動に













除脳後, 長時間を経過すると筋の緊張が高度となり, 姿勢反射の肢位に拘縮が起こる｡ この状態では頚
の回転や, 床上においての体位の変換あるいは任意の関節の他動運動を行なっても姿勢反射を誘発するこ
とが出来ない｡ この状態で, 任意の症直筋の腔を切断するとその筋のみでなく, その肢の協同筋の緊張も
同時に緩解され, そして再び姿勢反射が誘発出来るようになる｡ すなわち, 除脳状態では一つの筋の緊張
を除去すれば, 反射的にその協同筋の筋緊張が緩解されることが証明された｡
この一連の実験から, 除脳状態においては各個の筋を統御する反射弓は中枢において互に結合 して一連
の反射運動に参与 しており, 一つの筋の緊張の変化は他の協同筋に対 しても反射的に同様の変化を惹起せ
しめることが証明された｡ この成績は脳性麻痔に原因して起こった関節変形に対する切腹術やキブス固定
による変形矯正法の意義をよく説明している｡
また, 脳性麻痔に起因する関節変形を矯正する目的で行なわれる鮭移向術の効果に対 して, 実験的考察
を行なったが, 本実験では, 艇移向術によってある筋の作用方向が変換されても, その筋の反射運動の型
式には変化がおこらず, その筋が元来属 している筋群と協同して収縮することが証明された｡ この こ と
は, 適当に考慮された鮭移向術を行なえばかなりの効果が期待されるが, 反対変形を起こす原因にもなり
得ることを示唆 している｡
以上の実験成績に基づいて, 高位除脳型脳性麻痔症例における反射運動, 拘縮肢位の基本型 式 を 決定
し, さらに本疾患に対 して行なわれる種々の治療法の意義についても考察を加えた｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
脳性麻痔症例の最大多数は症性麻痔であり, その重症例は除脳状態をていしている｡ これらの症 例 で
は, M agnus-de K leijn 緊張性頚反射のような姿勢反射や立直り反射が証明され, 四肢は反射肢位に固定
される｡ これらの反射運動は人のもっとも基本的な運動型式を示すものであり, また, あらゆる疫性麻痔
症例の肢位および運動型式を決定するものである｡
著者はその正確な型式を決定するために, 20匹のカニクイ猿をもちいて研究を行なった｡ すなわち除脳
猿を作り, 仝骨格筋を露出し, 筋電計をもって, 姿勢反射における各筋の反応型式を決定 した｡ この研究
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の結果はつぎのように要約される｡
1) 四肢の全骨格筋は伸筋群と屈筋群に正確に分類される｡ 著者はその分類表を作製 した｡
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